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４，探究活動の実践

＜活動内容＞

・駐車場で花や葉っぱなどを探しに行く。

・見つけたものを集める。

・見立て遊びやままごとを楽しむ。

　先月は園庭内の葉やツタでままごとを楽しんだが、今回は柿の葉やどんぐりなど種類が増

えたことで見立てるものも様々だった。柿の葉は園庭内の葉と硬さや模様が違い、その違い

を面白がってよく集めていた。また、ふりかけに見立てるには乾燥具合が丁度良く夢中に

なってままごとを楽しんでいた。どんぐりは園にはない自然物であることがわかっているの

か数個ずつ分け合いながら遊んでいた。柿の枝をほうきに見立てるなど、お家ごっこで連想

されるものを身近な自然物で見立てている姿に改めて子どもの発想力の偉大さを感じた。

＜振り返りによって得た保育士の気づき＞

５，振り返り

３，活動のために準備した素材や道具、環境設定

・バケツ　・ままごと用の食器やお玉など

・ビール箱　・テーブル　・椅子　・どんぐり（４歳児が散歩で集めたも

の）

あそか保育園

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 ＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞

令和７年度10月

１，活動テーマ

＜テーマ設定理由＞

２，活動スケジュール

＜テーマ＞

２歳児…自然物を使ってままごと遊びを楽しもうパート２

　先月葉っぱやツタでのままごと遊びを楽しみ、その遊びが継続していたこ

とと、秋が深まってきたのでどんぐりなどの自然物でも楽しめると思った

為

・葉っぱやどんぐりなどの自然を集める。

・ままごとに取り入れて遊ぶ。

〈駐車場の草花を探す〉

保育士：「小さい花が咲いてるね」

子ども：「ピンクでかわいい、とっていい？」

保育士：「好きなの一つだけ持って行こうか」

子ども：「これにする、だってアリさんがついてたから」

子ども：「僕のは小さいんだよ、いいでしょ」

保育士：「ここに柿の木があるんだよ」

子ども：「高いところにあるね、食べたいね」

保育士：「柿の葉っぱって模様が面白いんだよ」

保育士の言葉を聞いてバケツに集め始める。時々落ちている柿のヘタを不思議そ

うに手に取る子もいた。

〈砂場でままごとを楽しむ〉

子ども：「今日は何のご飯にしようか」

保育士：「寒いからお味噌汁が飲みたいな」

子ども：「ふりかけご飯も作ろう、じゃあ〇〇ちゃんこれ（葉）ちぎって」

子ども：「はい、ご飯（砂）に乗せます」

遊びの様子を見てどんぐりを用意する。

子ども：「おにぎりの中にはどんぐりを入れます」

子ども：「どんぐりのお味噌汁まだ熱いです」

作った料理にどんぐりを乗せたり混ぜたりしてイメージしている

ものを作って楽しむ。柿の葉がついた枝で掃除を始める子もいた。

子ども：「お家が汚れちゃったから掃除します」

（掃き掃除をする）」




